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初級漢字教材の語彙調査
��より有効な語彙指導を目指して��

池 田 幸 弘
1. は じ め に

漢字教材にも課の構成から� 漢字の提示の仕方� 所収漢字数� 練習問題

の形式にいたるまでいろいろなタイプのものが見られるが� 多くの教材に

見られる形としては� 各新出漢字に枠でフォ�マットが作られていて� 少

し大きめに新出の単漢字が挙げてあり� 音� 訓� 意味や書き順� そして語

彙や例文が挙げられているものであろう� 筆者は慶應義塾大学別科�日本

語研修課程において� 技能別科目 �初級表記法 II� を担当している� この

科目において使用している教科書は �BASIC KANJI BOOK vol. 2 	以下�

BKB2
� であるが� 新出漢字導入とともに� その漢字を含む語彙の指導も

行っている� その際� 基本的には教科書で採り上げられている語彙を中心

に指導を行っているが� その中には現段階では覚える必要はない� 重要度

は低いと指導している語彙があり� 一方で� 教科書では採り上げられてい

ないが� 覚えた方が良いと追加して指導している語彙がある� この� 覚え

る必要はない� および追加して覚えた方が良いと判断する基準というもの

は現状では特に設けておらず� 担当者の基準により判断し� 指導を行って

いる� 限られた時間の中で新出漢字および語彙を導入し� 練習まで行うた

めに�教科書に採り上げられている語彙を担当者自身が取捨選択し�また�

語彙を追加して指導を行っているわけであるが� このような現状では授業

で扱う語彙が不十分であったり� 偏ったりしてしまうことがあるのではな

いかと考えた� そこで� どのような語彙を授業で扱えばよいか� 具体的に

は教科書で採り上げられている語彙の中で� どれを優先的に覚えるべき語
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彙として提示したらよいか� また� 教科書に採り上げられていない語彙で

も� 追加した方が良い語彙にはどのようなものがあるか� いま一度考える

ために� 他の漢字教材ではどのような語彙が選ばれているのか調査を行

い� �BKB2� で採り上げている語彙との比較を行った� この結果から� 優

先的に教えた方が良い語彙および追加して教えた方が良い語彙を得ること

が本稿の目的である�

2. 初級漢字教材の語彙調査

2�1 調査対象教材

本稿では� 授業で使用している教材の語彙について� その優先順位の判

断や� 追加して指導した方が良いと考えられる語彙の検討のために� 他の

漢字教材の語彙調査を行う� 調査対象とした漢字教材は以下のものであ

る� また� 本稿で対象とする語彙は各教材の新出漢字提示部分に挙げられ

ている語彙のみとし� 教材内の練習問題等の箇所で提示されている語彙に

ついては対象としない�

�BASIC KANJI BOOK vol. 2�
�新装版 1日 15分の漢字練習 初級�初中級 �以下� 15分�� �上� 下�
�250 ESSENTIAL KANJI FOR EVERYDAY USE生活の中の漢字 �以下� 250��

(vol. 1, vol. 2)

�留学生のための漢字の教科書初級 300 �以下� 留学生��

調査対象は初級の漢字教材であり� �BKB 2� との比較のために 300から

500字程度の所収漢字があること� 新出漢字に語彙例が掲載されているこ

と� 初級の総合教科書付属の漢字教材ではないことを基準に選んだ� 以下

に� それぞれの教材の語彙の選定方法について記述された部分をまとめ

る�

�BKB2�

その漢字を使った基本的な熟語の例を 4語程度選んで� その読みと意
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味を載せた� ��BASIC KANJI BOOK vol. 1� p. VIより一部抜粋�

�250�

熟語欄には� 原則として新出漢字と既習漢字との組合せによってでき

たことばを上段に載せた� 下段には� そのほか日常生活でよく使用さ

れることばを載せた� ��250 ESSENTIAL KANJI FOR EVERYDAY

USE 生活の中の漢字 VOLUME ONE� p. 8�

�留学生�

原則として �出題基準� で 3, 4級の語彙とされているものの中から選

びました� 1, 2級および常用漢字表外の漢字が含まれている語彙で

も� 3, 4級のものは採用しました�その際� 1, 2級および常用漢字表外

の漢字にはルビ �読み方� をつけました� 各課のトピックの関係上�

および適当な語彙が不足している場合は� 3, 4級以外の語彙を採用し

ました� 採用したものは次の 2種類です�

�1, 2級の語彙から選んだもの

�語彙リスト以外から選んだもの

��留学生のための漢字の教科書初級 300� p. 8より一部抜粋�

�15分� は語彙の選定方法については特に記述が見られなかった�

以上から� 教材に採り上げる漢字語彙の選定は� いくつかの基準や方針

により行われていることがうかがえる� まずは� �日本語能力試験	 の �出

題基準� によるものである� そして� 新出漢字と既習漢字の組合せによる

もの� さらに生活でよく使うとされるものなどの教材作成者の選定による

ものである� �BKB�� �15分�� �250� には語彙の選定に際して� 特に何か

1つの基準によったという記述は見られないし1)� �留学生� では� �原則と

して� 3, 4級の中から選んでいるが� 作成の関係上および適当な語彙が不

足している場合は� それ以外の語彙を採用している� つまり� どの教材も�

少なからず何かの基準によらずに採用した語彙があるということになる�

また� 新出漢字 1字について� 採り上げている語彙数についても違いが
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見られる� �BKB2� は上記のとおり� 基本的に 1つの漢字について提示し

ている語彙は 4語 �程度� である� �15分� は �BKB2� よりも少なく� 基

本的に 3語で� 2語や 1語しか語彙の提示がない漢字も多く見られる� �留

学生� も語彙の提示はあまり多くなく� 6語程度提示されている漢字も見

られるが� 多くは 3語程度の提示である� 以上の 3教材に比べると� �250�

の漢字 1字に対する語彙の提示は� 特に何語までと決まっておらず� 多く

なされている�

さらに� それぞれの教材の所収漢字数は �BKB2� が 249字� �15分� が

555字� �250� が 500字� �留学生� が 300字である�

2�2 調査の方法

本稿で行う調査の方法としては� まず調査対象教材の語彙を抽出し�

�BKB2� 所収漢字および語彙と合わせて比較するための表を得る�

その後� �BKB2� とその他の教材に共通する漢字および語彙� また� 共

通しない語彙について分析�考察をする� 調査結果から� どの教材でも採

り上げられている語彙は �BKB2� の中でも優先順位が高い語彙と判断で

きるし� �BKB2� で提示されていなくても� 他の教材で共通して多く採り

上げられている語彙があれば� 追加して指導する語彙の候補と判断するこ

とができよう�

2�3 調査結果

�BKB2� および他の教材の語彙について調査した結果を表として� 本稿

末に提示する2)� 漢字は �BKB2� の提出順に並べた�

3. 調査結果の考察

得られた調査結果を �BKB2�と共通する漢字�およびその数について分

析し� また� �BKB2� の語彙の中でも指導の優先が高いもの� および追加

の検討が考えられる語彙について考察する�
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3�1 �BKB2� と共通する漢字とその漢字数

調査の結果から� �BKB2� の 249の漢字について� 他の 3教材全てで採

り上げられていた漢字は 59字� 他の 2教材で採り上げられていた漢字は

88字� 他の 1教材で採り上げられていた漢字は 63字� 他のどの教材でも

採り上げられていなかった漢字は 39字であった� 教材別に見ると� �BKB

2� の 249字と同じ漢字を所収している漢字数は �15分� が 181字� �250�

が 156字� �留学生� が 81字であった� この結果から� まず �BKB� と同

様に 500字 �およびそれ以上� の所収漢字がある �15分�� �250� でも� そ

の所収漢字にはだいぶ相違があることが分かる� つまり� 同じ初級の漢字

教材で� 同程度の漢字数を扱っている教材でも� 多くの漢字を共通に採用

しているわけではないと言うことができる� このことは語彙の比較の際に

も少なからず影響を与えるものと考えられる�

3�2 �BKB2� の語彙の優先順位と追加候補語彙

表の結果から� ここで全ての語彙を具体的に挙げることはしないが�

�BKB 2� の語彙の中での優先順および追加して指導する候補の語彙につ

いて考察する� まず� �BKB2� で提示されている語彙で� かつ他の教材で

も共通して提示があった語彙� すなわち優先順位が高い語彙は非常に多く

見られた� 特に� 他の 3教材全てで採り上げられていた漢字については�

�15分�および �留学生�の提示語彙数が少ないため�この両者が共通して

提示している語彙が 4教材全てにおいて見られる場合が多く� これらの語

彙を� その漢字において提示する優先順位が高い語彙として考えることが

できる�

次に� �BKB2� と同じ漢字を他の �全ての� 教材でも採り上げていて�

その語彙が �BKB2�では採り上げられているが�他の教材では採り上げら

れていない語彙�すなわち �BKB2�の語彙の中でも�優先順位が高くない

語彙としては� 例えば� 足音� 天の川� 伝説などの語彙が挙げられる� こ

れらの語彙は初めから指導しない語彙としてしまう必要はないが� 限られ
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た時間の中での指導における語彙の取捨選択の際には� その対象としても

良い語彙としておくことは可能であろう�

そして� �BKB 2� と同じ漢字を採り上げている場合で� その語彙が

�BKB2� では提示されていないが� 他の教材では共通して採り上げられて

いる語彙� すなわち指導の際に� �BKB2� に追加して指導を検討した方が

良いと考えられる語彙としては� 真ん中� 太平洋� 洋式� 和室� 授業など

の語彙が挙げられる�

最後に� �BKB2� と同じ漢字を採り上げているが� その語彙が �BKB2�

では提示されておらず� かつ他の教材でも共通して採り上げられていない

語彙� すなわち特に追加して提示する必要性が高いと判断されない語彙に

ついてであるが� これについては� 本調査では結果を求めるのが難しいと

言える� 本調査で対象とした教材は 1つの漢字について提示する語彙数を

限っている教材も見られ� 少ない語彙提示の中から� 共通した語彙を抽出

することが難しいからである� よって� 1つの教材でのみ採り上げられて

いる� 本稿の考え方からすれば� 追加で提示する必要性は高くないと判断

される語彙であっても� 今後さらに対象教材を広げて調査を行えば� 追加

の候補対象になると考える余地はあるのではないかと考える�

4. まとめと今後の課題

本稿では�筆者が授業で使用している �BKB2�で採り上げられている語

彙について優先順位をつけるため�および �BKB2�では採り上げられてい

ない追加候補の語彙を得るために� 初級の漢字教材に採り上げられている

語彙の調査を行った� 得られた結果の表を用いることで� 授業の際に� よ

り有効な語彙指導が行えると考える� しかし� 課題もまた多い� 調査対象

教材が初級の教材であることもあり� 1つの漢字について語彙が多く提示

されていない教材がある中� また� 複数の教材で同程度の漢字数を扱って

いても� その大部分が共通の漢字であると言えるわけではない中で� 基準
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とした教材と他の教材との比較を行うのは困難も伴った� 今後は� さらに

他の漢字教材の語彙調査を行い� より多くの提示語彙を得ることが必要で

あると考える�また� �初級表記法 II�の履修者が所属している基本科目の

クラスで使用している総合教科書で扱われている語彙の調査なども並行し

て進めるべき課題である� より多くの教材の語彙調査を行い� 追加候補の

語彙を増やし� また学習者の基本科目のクラスの総合教科書の所収漢字お

よびその語彙の調査を行って得られた結果と関連付けた漢字の語彙指導が

行えれば� より良い漢字教育の提供ができるのではないかと考える�

�注�

1) �BKB�� �15分�� �250� には� 語彙の選定に関して何か特定の基準によった
という記述は見られないものの� 所収漢字の選定について記述が見られるの
で� 語彙の選定も少なからずその影響を受けていると考えられる� 詳しくは
�BASIC KANJI BOOK vol. 1� �はじめに�� �新装版 1日 15分の漢字練習初
級�初中級 	上
� �はじめに�� �250 ESSENTIAL KANJI FOR EVERYDAY

USE 生活の中の漢字 VOLUME ONE� �はじめに� 参照�
2) なお� 多義語なども含め� 表への語彙の記入は基本的に対象とした教材の記
述によった� 同じ漢字で読み方が二通りあり� ルビが付されることなく記述
されていたもの 	�空� �空� など
 については� それぞれの漢字の後ろに 	そ
ら
 	から
 のような形で読み方を筆者の方で加えるなど� 便宜上� 教材の記
述を変えた部分もある�
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